
日建設計コンストラクション・マネジメント

――新たに整理した企業理念体系とビ
ジョンについて教えてください。
榎本　社内で暗黙的に共有されてい
た理念を改めて言語化し、社員全員
が理解できる形に整理しました。パ
ーパス（存在意義）は「その想いに、
こたえる」としました。ここでいう
「想い」はクライアントにとどまら
ず、社員、社会、そして地球環境を
含む広いステークホルダー（利害関

係者）の思いを指します。
　近江商人の経営哲学である「三方
よし」に「地球」を加えた「四方よし」
という考え方を社内教育にも取り入
れています。その延長線上に今回の
理念体系があります。
　「VISION2028」では、社員一人
ひとりの能力を高め、多様な人材が
それぞれのフィールドでトップラン
ナーになることを目指します。

　会社が業務内容を一方的に決める
のではなく、社員が自ら考え行動で
きる余白を残したのが特徴です。組
織として社会課題にどのように取り
組むか「結節点」を明確に示しつつ、
戦略的に社員が取り組みを広げる
「発散」も容認することで、イノベー
ションを促す姿勢を大切にします。
――マテリアリティ（重要課題）はど
のように特定しましたか。

「四方よし」で社会課題解決に挑む
建築プロジェクトの目標達成を支援するコンストラクション・マネジメントで建築・都市の持続可能性に貢献。
サステナビリティを核に据えた理念体系を整理し、社会課題解決と企業価値創造の両立に挑戦する。

写真＝吉澤 咲子
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未来戦略インタビュー

榎本　2025年に社長・副社長・執行
役員の10人全員が2日間のワークシ
ョップをし、外部の専門家も交えて
議論しました。会社全体としてコミ
ットするために全員で腹を割った議
論に重点を置きました。単に「やっ
ている業務をSDGsに当てはめる」
のではなく、社会課題から逆算して
取るべきアクションを決めるバック
キャスト思考を取り入れました。
　まず「サステナビリティマテリア
リティ1.0」を定め、順次更新して普
遍的なものに育てます。
――理念やマテリアリティを実現する
ため、社内表彰制度を設けました。
榎本　24年に「サステナビリティ賞

（社長賞）」を創設し、25年以降は従
来の現業部門と同等のレベルで評価
する「NCM Award」（NCMは社名
の略称）に一本化しました。サステ

ナビリティの取り組みを、会社の根
幹に位置付けるためです。
　「Gビル南池袋01」（東京都豊島
区）の大規模改修事業では、新築と
改修それぞれのCO₂排出量を長期
的に算定し、ポジティブインパクト
不動産投資の信頼性を高めました。
顧客の環境への取り組みを客観的に
可視化したことが評価され、サステ
ナビリティ賞を受賞しました。この
ように具体的な成果が社内外で評価
される仕組みが浸透しつつありま
す。

建築を通じて社会課題を解決

――社会課題の解決に取り組んだ事例
を紹介してください。
榎本　例えば、山形県米沢市の米沢
市立病院と三友堂病院を同時に建て
替えた事例があります。地方都市で

単独運営が厳しくなった公立と民間
の病院を隣接して合築し、設備やス
ペースを共有することで効率化を実
現しました。単なる建設支援ではな
く、地域医療の存続という社会課題
に建築マネジメントの立場から貢献
しました。
　「五反田JPビルディング」（東京
都品川区）の再開発では、既存ビル
の地下躯体を活用しつつ新しいビル
を建設しました。都市の高齢化した
ビルを全て解体・新築するのではな
く、リジェネラティブ建築を実現す
ることで、環境負荷とコストを抑え
る新しい手法を提示しました。
　台湾・ハイウィンの「神戸本社・
工場建設プロジェクト」では、海外
企業が日本に拠点を構える際の文化
的な違いを調整し、円滑にプロジェ
クトを推進しました。当社の強みで
ある国際的なコンストラクション・
マネジメント力を示す事例です。
　相鉄アーバンクリエイツが手掛け
た商業施設「ゆめが丘ソラトス」（横
浜市泉区）では、郊外の大規模複合
開発において地域住民の生活利便性
と環境負荷低減の両立を支援しまし
た。鉄道沿線の商業施設の新しいモ
デルを提示し、社会課題の解決と街
づくりの両立を実現しています。
――社会課題解決への思いを教えてく
ださい。
榎本　私たちの使命は、建築を通じ
て社会課題の本質を捉え、顧客と社
会、社員と地球環境の「四方よし」
を実現することです。実際のプロジ
ェクトで成果を上げ、社員一人ひと
りが社会課題に挑む姿勢こそが企業
価値を高める原動力になると考えて
います。

出所：日建設計コンストラクション・マネジメント

■ 新企業理念をまとめた図

■ ESGの取り組みを評価されたプロジェクト事例

公立病院と民間病院が独立性を保ちつつ、同一敷地内に隣接して合築した官民連携の「米沢モデル」で、
日本コンストラクション・マネジメント協会のCM選奨2025を受賞した（左）。ゆめが丘ソラトスの
プロジェクトでは、建物利用者のみならず、地方沿線の付加価値向上と地域のサステナビリティ推進
を支援し社内のサステナビリティ賞を受賞した（右）

PURPOSE 私たちの存在意義 ¦ Who we are

その想いに、こたえる
私たちは、社会と皆様の想いに共感する心を忘れず、挑戦的に自己変革し、明日を創造するために存在します

MISSION （PURPOSEを体現するための）私たちの使命 ¦ What we do

社会課題の本質を捉え、人と建築と未来をつなぐ
社会の変化に適応できる技術と柔軟性を持ち、多様な知の統合と公正かつ透明性の高い

真摯なマネジメントで、人にも地球にも優しい都市・建築・環境を実現します

VISION2028 （MISSIONを達成するために）私たちが目指す 2028 年の姿 ¦ Where we go in 2028

ひとりひとりのフィールドでトップランナーになり、マネジメントの可動域を広げる
個人が強みである専門領域を高め、新たな領域を開拓し、しなやかで柔らかな集合体となり、

新たな価値を生むマネジメント会社へ多角的に成長します
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聞き手：安達 功（日経BP 総合研究所フェロー）日経ESG経営フォーラムが会員企業に取材し、制作したコンテンツです




